
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
全
路
線
の
約
半
分
1

2

3

.

7

㎞
を
「
単
独
で
維
持
困
難
」
と
、
路
線

切
り
捨
て
を
打
ち
出
し
て
か
ら
1
年
半
が

経
過
し
ま
し
た
。 

佐
野
弘
美
議
員
ら
道
議
団
は
5

月
25
日
、
日
本
共
産
党
の
紙
智
子
、

岩
渕
友
、
山
添
拓
各
参
議
員
と
と
も

に
、
麻
生
太
郎
財
務
相
、
石
井
啓
一

国
土
国
交
相
に
、
国
の
責
任
で
北
海

道
の
鉄
道
路
線
を
維
持
・
存
続
す
る

よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。 

 

切
実
な

21
項
目
を
要
求 

 

財
務
省
に
は
、
国
の
想
定
を
超
え

る
北
海
道
新
幹
線
の
大
幅
な
赤
字

の
認
識
と
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
、
鉄
道
運
輸
機
構
に
は
、
札
幌
延

伸
の
交
通
需
要
予
測
の
再
検
証
と

ト
ン
ネ
ル
残
土
の
処
理
に
つ
い
て

見
解
を
求
め
ま
し
た
。
国
土
国
交
省

に
は
、
道
内
鉄
道
路
線
の
全
線
維
持

と
国
の
支
援
策
な
ど
17
項
目
に
つ

い
て
要
請
し
ま
し
た
。 

佐
野
議
員
の
副
大
臣
要
請 

 

佐
野
議
員
は
牧
野
副
大
臣
に
「
地

方
で
は
廃
線
、
減
便
が
相
次
ぎ
、
学

校
に
通
え
な
い
通
院
で
き
な
い
と
、

都
市
部
へ
の
人
口
流
出
が
止
ま
ら

ず
、
全
道
で
地
域
が
消
滅
す
る
危
機

に
瀕
し
て
い
ま
す
。
地
方
創
生
と
い

う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
地
域
の

声
、
実
態
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

国
は
北
海
道
の
鉄
道
網
と
、
国
土
を

守
る
た
め
に
、
責
任
を
も
っ
て
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

北
海
道
新
幹
線
の
赤
字
は 

想
定
の
2

倍
超
1

0

3

億
円 

 

要
請
団
は
、
地
域
の
負
担
を
当
然

視
す
る
国
交
省
担
当
者
に
「
Ｊ
Ｒ
北

は
、
そ
も
そ
も
赤
字
に
な
る
と
わ
か

っ
て
い
て
国
鉄
を
分
割
・
民
営
化
し

た
の
に
、
地
域
に
負
担
さ
せ
て
鉄
路

を
守
る
と
言
う
の
は
、
国
の
責
任
を

放
棄
し
て
い
る
よ
う
に
し
か
聞
こ

え
な
い
。
北
海
道
の
新
幹
線
の
経
営

見
直
し
を
す
べ
き
」
と
批
判
し
、「
道

民
と
し
て
は
、
新
幹
線
を
札
幌
ま
で

延
伸
し
、
そ
の
赤
字
の
し
わ
よ
せ
で

在
来
線
が
廃
止
さ
れ
る
の
は
納
得

で
き
な
い
」
と
発
言
し
ま
し
た
。 

北
海
道
の
鉄
路
は
、
国
の
責
任
で 
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道
議
会
の
「
北
海
道
地
方
路
線
問

題
調
査
特
別
委
員
会
」
に
お
い
て

真
下
紀
子
委
員
は
、
た
び
た
び
重

要
な
発
言
を
し
て
き
ま
し
た
。 

 

Ｊ
Ｒ
北
経
営
危
機
の
原
因
は 

経
営
安
定
基
金
の
目
減
り 

 

1
月
11
日
に
は
、「
Ｊ
Ｒ
北
海

道
の
厳
し
い
経
営
状
況
を
生
ん
だ

原
因
は
、
国
が
30
年
前
に
国
鉄
分

割
民
営
化
を
強
行
し
、
そ
の
際
赤

字
経
営
を
前
提
と
し
て
備
え
た
経

営
安
定
基
金
が
、
低
金
利
政
策
の

た
め
十
分
な
運
用
益
を
得
ら
れ
ず
、

30

年
間
で
運
用
益
が
5

4

8

0

億
円
目
減
り
し
た
事
が
経
営
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
」
と
国
の
責

任
を
明
確
に
し
、
国
の
支
援
を
強

く
求
め
る
べ
き
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

責
任
あ
る
国
の
参
加
が
必
要 

 

2
月
15
日
、
道
が
委
員
会
に
報

告
し
た
交
通
政
策
総
合
指
針
案
は
、

「
路
線
維
持
に
最
大
限
努
め
る
」

と
す
る
釧
網
本
線
か
ら
、「
バ
ス
転

換
も
視
野
に
」
と
す
る
札
沼
線
ま

で
、
存
続
・
維
持
の
度
合
い
を
選
別

し
て
い
ま
し
た
。 

真
下
議
員
は
「
存
廃
の
ラ
ン
ク

付
け
で
は
な
い
か
」
と
批
判
し
、

「
北
海
道
の
鉄
道
網
全
体
を
ど
う

す
る
か
」
の
視
点
が
必
要
と
指
摘

し
、「
最
も
責
任
の
あ
る
国
が
恒
常

的
に
議
論
に
加
わ
る
こ
と
が
必
要
」

と
迫
り
ま
し
た
。 

札
幌
延
伸
を
歓
迎
で
き
な
い 

 

4
月
4
日
の
委
員
会
で
は
、
真

下
議
員
は
新
幹
線
に
つ
い
て
「
初

年
度
よ
り
利
用
者
が
20
％
減
っ

て
54
億
円
の
赤
字
」
と
指
摘
し
、

「
赤
字
を
在
来
線
の
廃
止
で
補
っ

て
、
札
幌
新
幹
線
駅
に
75
億
円
を

投
じ
る
の
で
は
、
新
幹
線
の
札
幌

到
達
を
喜
び
あ
え
な
い
」
と
道
の

見
通
し
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

道
の
交
通
政
策
局
長
は
「
東
北

地
方
と
連
携
し
利
用
促
進
に
取
り

組
む
」、「
Ｊ
Ｒ
北
に
鉄
道
以
外
の

収
益
を
得
る
よ
う
」
求
め
て
い
く

と
答
え
ま
し
た
。 

 ************************************************************** 

保
育
料
寡
婦
控
除 

全
市
町
村
で
み
な
し
適
用
に 

 
5
月
9
日
の
少
子
高
齢
社
会

対
策
特
別
委
員
会
で
、
宮
川
潤
議

員
は
「
非
婚
の
親
も
寡
婦
（
夫
）
と

み
な
し
て
保
育
料
を
減
額
し
て
い

る
市
町
村
は
、
道
内
に
い
く
つ
あ

る
の
か
」
と
た
だ
し
ま
し
た
。 

森
本
秀
樹
自
立
支
援
担
当
課
長

は
「
指
定
・
中
核
都
市
を
除
く
1

7

6
市
町
村
中
30
市
町
で
実
施
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。 

「
市
町
村
の
財
政
負
担
な
し
に
、

全
て
の
市
町
村
で
す
み
や
か
に
実

施
し
す
べ
き
」
と
た
だ
す
宮
川
議

員
に
、
栗
井
是
臣
少
子
高
齢
対
策

監
は
、「
国
は
今
年
度
か
ら
、
未
婚

の
ひ
と
り
親
に
保
育
料
の
み
な
し

控
除
を
実
施
す
る
。
道
は
道
民
へ

の
周
知
と
、
市
町
村
へ
の
通
知
で

徹
底
を
は
か
る
」
と
表
明
し
ま
し

た
。 宮

川
議
員
は
「
そ
の
財
源
手
当

を
国
に
要
望
す
べ
き
」
と
強
く
迫

り
ま
し
た
。 

 

鉄
路
は
優
し
い
交
通
手
段 

 
質問する真下議員＝4 月 4 日 

質問する宮川議員 

 ＝5 月 9 日 
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共
産
党
国
会
議
員
ら
と 

苫
小
牧
調
査 

 

安
倍
内
閣
が
今
国
会
中
に
「
国

の
委
託
カ
ジ
ノ
実
施
法
」
の
成
立

を
狙
う
な
か
、
5
月
21
日
佐
野

弘
美
議
員
は
日
本
共
産
党
の
大
門

実
紀
史
参
議
院
議
員
ら
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｒ
（
カ
ジ
ノ
を
含
む
総
合
型
リ

ゾ
ー
ト
施
設
）
の
誘
致
を
進
め
る

苫
小
牧
市
を
訪
問
し
調
査
し
ま
し

た
。 調

査
団
の
「
国
際
リ
ゾ
ー
ト
戦

略
構
想
に
対
し
な
ぜ
カ
ジ
ノ
を
含

む
Ｉ
Ｒ
な
の
か
」
と
の
質
問
に
、

市
の
担
当
者
は
「
カ
ジ
ノ
に
よ
る

経
済
効
果
は
大
き
い
。
カ
ジ
ノ
が

な
い
Ｉ
Ｒ
は
機
能
せ
ず
雇
用
規
模

も
小
さ
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

カ
ジ
ノ
は
賭
博 

娯
楽
で
は
な
い 

調
査
団
の
「
カ
ジ
ノ
経
営
の

海
外
資
本
は
、
利
益
が
出
な
く

な
れ
ば
す
ぐ
撤
退
し
、
リ
ス
ク

が
大
き
い
」
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依

存
症
へ
の
対
策
は
」
と
の
質
問

に
、
市
は
「
リ
ス
ク
対
策
は
必

要
」
と
し
な
が
ら
も
「
対
策
は

別
次
元
で
考
え
る
」
と
、
明
確

に
は
答
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
の
後
、
調
査
団
は
建
設
予
定

地
を
視
察
し
ま
し
た
。 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

介
護
保
険
料
7310
円
は
高
い 

 

宮
川
潤
議
員
は
、
少
子
高
齢
社

会
対
策
特
別
委
員
会
で
、
00
年
度

の
3

1

1

1
円
か
ら
18
年
度

の
5

6

1

7
円
に
値
上
げ
さ

れ
た
全
道
平
均
保
険
料
の
今
後
の

見
込
み
と
、
各
市
町
村
が
一
般
会

計
か
ら
介
護
保
険
会
計
へ
の
繰
り

入
れ
を
行
う
な
ど
の
保
険
料
軽
減

策
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

鈴
木
隆
浩
高
齢
者
支
援
局
長
は

「
保
険
料
は
25
年
度
に
7

3

1

0
円
と
見
込
ん
で
い
る
」
と

答
え
、
栗
井
戸
是
臣
要
旨
高
齢
化

対
策
監
は
「
市
町
村
の
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
の
実
態
は
把
握

し
て
い
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

宮
川
議
員
は
「
7

3

1

0
円

も
の
保
険
料
は
高
す
ぎ
る
。
繰
り

入
れ
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
国
・
道
の
財
政
支
援
で
保
険

料
の
高
騰
を
抑
制
す
べ
き
だ
」
と

指
摘
し
ま
し
た 

北
海
道
に
カ
ジ
ノ
は
い
ら
な
い 

交渉する調査団 佐野議員(中央) 

 

建設予定地を視察する調査団 左から 3 人目佐野弘美議員 ＝5 月 21 日 
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国
民
平
和
大
行
進 

北
コ
ー
ス
に
参
加 

5
月
19
日
、
麻
生
北
公
園
で
行
わ
れ
た
核

兵
器
廃
絶
を
求
め
る
「
原
水
爆
禁
止
国
民
大
行

進
」
の
北
区
出
発
式
で
、
佐
野
議
員
は
次
の
よ

う
な
道
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

昨
年
、
国
連

で
、
1

2

2

か
国
の
賛
成

に
よ
り
、
核

兵
器
禁
止
条

約
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

72
年
間
の
日

本
国
民
の
取

り
組
み
と
運

動
が
世
界
を

動
か
し
、
核

兵
器
が
違
法

で
あ
る
と
断

罪
し
た
こ
の

条
約
に
実
り
ま

し
た
。 

道

議

会

で

「
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日
本
の
政
府

が
条
約
に
参
加
す
る
よ
う
、
地
方
か
ら
声
を
上

げ
る
べ
き
」
と
高
橋
知
事
の
見
解
を
求
め
ま
し

た
が
、
知
事
は
「
核
兵
器
を
な
く
す
た
め
の
取

組
み
は
必
要
」
と
答
え
た
も
の
の
、
条
約
批
准

に
向
け
る
取
組
み
に
は
答
え
ず
、
国
言
い
な
り

の
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
国
連
と

連
帯
し
て
核
廃
絶
を
目
指
す
道
政
、
い
の
ち
と

暮
ら
し
を
守
る
道
政
実
現
に
が
ん
ば
り
ま
す
。 

 

街
頭
か
ら
道
政
報
告 

 

5
月
20
日
、、
北
区
の
8
か
所
を
め
ぐ
り
、

定
例
の
道
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

道
議
会
で
の
改
憲
、
平
和
を
め
ぐ
る
問
題
、

原
発
、
カ
ジ
ノ
、
地
方
交
通
に
つ
い
て
の
議
論

を
報
告
し
「
引
き
続
き
、
道
民
の
声
を
道
政
に

届
け
、
い
の
ち
、
く
ら
し
守
る
道
政
」
に
力
を

尽
く
す
決
意
を
お
話
し
ま
し
た
。 

ひとり親家庭を取り巻く困難な状況 
 

昨年度、道が実施した「ひとり親家庭生活実態調査」の結果が公表され、深刻な実態が明らか

になりました。母子家庭の９割、父子家庭の９４％が働いていますが、家計の状況について半数

が「ぎりぎり」、４割程度が「赤字」と答え、中でも「赤字で借金生活」が父子世帯の25％とは衝撃で

す。過去１年間に「家族が必要とする食料を買えなかった」経験は「まったくなかった」が約６割に

とどまり、受診が必要な時に受診させなかった経験は母子世帯で約３割、父子世帯で約 25％、

「仕事で連れていけなかった」が最多で、「お金がなかった」が母子世帯の２割、父子世帯の半数

にのぼるなど、食料や医療にも事欠く実態です。 

ひとり親世帯が利用できる制度を知らない、利用したことがない、身近に相談できる相手もいな

い、孤立無援の状況です。 

ひとり親世帯に限らず、子どもの貧困は深刻です。家庭と仕事を両立できるまともな雇用が必

須ですし、子育て支援の充実、特に困難を抱える人への施策が求められます。議会で引き続き

取り組みたいと思います。 

さのっちのəɁɆʝֿכ 

6 月 5 日には、ＪＲ新

川駅前で道政報告を

行いました。 

行
進
の
出
発
に
の
ぞ
む 

佐
野
議
員
（
中
央
） 


